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平田全国高等学校総合体育大会推進室長：　この高校生の活動というのは、基本的に高校生が責任と権限を持って主体的に活動を

していることでありまして、やはりそういったところが通常の学校の総合的な探究の授

業もあるんですが、そこが生かせた形、要はある意味、最善解を求める活動と言えると

思います。当然、経費も人も限られたところで開催し、進めていく中で、例えば広報活

動であったり、式典の演技の活動を考えていくわけなんですが、要は答えのないものが

多い中で、学校では味わえない、ちょっと違った形で活動しているのがこの活動になる

だろうと思っております。 

細 川 委 員：　そういう中で、２ページの二つ目の囲みの中に、総合開会式での広島らしさとか、高

校生らしさというところで、どういうような高校生らしさを出してくれるのか期待しま

すし、また、広島らしさというのは、例えば高校生はどういうふうに捉えているのか、

教えていただければと思います。 

平田全国高等学校総合体育大会推進室長：　まず、この高校生活動が立ち上がりまして、この広島とはというところで、いろいろ

意見を出し合いました。例えば食べ物であるとか、スポーツの特色であるとか、そうい

ったところを含めて、広島県のよさであるとか、そういったところを含めて、この総合

開会式、あるいは広報でしっかりとアピールしていけたらなというところでスタートし

ておりまして、そこを基に今後の広報活動、あるいは式典の内容というところで反映さ

せていければなと、生徒は考えたところでございます。 

細 川 委 員：　例えば広島らしさというと、やはり私はすぐ平和を思うんですけども、そうすると、

例えばサッカーの決勝戦はピースウイングでやられるのかなとか、期待するんですけど

も、広島らしさを前面にどんどん出していただいて企画運営していただくことが、高校

生にとってもいい経験になりましょうし、いい大会になると思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

平田全国高等学校総合体育大会推進室長：　今サッカー競技の話がありましたが、サッカーは固定開催ということでして、男子が

福島、女子が北海道というところで、令和７年度は決定済みになっております。 

細 川 委 員：　失礼いたしました。 

中 村 委 員：　御説明をお聞きしてて、正に高校生らしい発想で、広報も具体的に活動されてすばら

しいなと思いました。 

　六つある専門部会のうち、高校生が部会長を務めるのがこの広報と式典・演技という

ことなんですが、高校生が活躍できそうなものを二つ選んだということだと思うんです

が、実際狙いどおりになってるのか、大人もいる中で、高校生が部会長ということでそ

の辺りが狙いどおり、逆に言うと、ほかの四つは高校生では難しかったことになってる

かっていうようなところを教えてください。 

平田全国高等学校総合体育大会推進室長：　６専門部会のうち、広報、それから式典・演技につきましては、高校生らしさという

ものを前面に出せる部会かなと思っておりまして、ここに共同代表の大藤会長が入る形

になっております。あと四つの専門部会につきましては、この大会の安心・安全といっ

たところを考えた上で、ここはしっかりと知事のほうにお願いしようということで、４

専門部会については大人中心の会としております。 

　ただ、この体制をつくる上で、その場面も高校生に入ってもらって、しっかりと学ん

で帰っていただいて、全体の会に還元していただければ、すごく勉強になるのではない

かなというところで、この６専門部会のうち２専門部会の高校生と４専門部会の大人の

会という形で組織しております。 

中 村 委 員：　48名の高校生は、その六つの専門部会にちらばって、それぞれ所属してるっていうこ

とですか。 

平田全国高等学校総合体育大会推進室長：　基本的に、高校生につきましては広報専門部会と式典専門部会を半分に分けた形で所

属しております。４専門部会につきましては、その中の48人の代表の中の４名が出席し

ているというところで、各専門部会１人ずつそこには配置されておりまして、そこにつ

いての報告事項を全体の会である高校生活動推進委員会の場で報告するという形になっ

ております。 

中 村 委 員：　分かりました。 

志々田委員：　御本人たちもやる気の火がますますつき始めてるのかなと思いました。 

　参加をしていくというのが、ただそこの場所にいるとか、そこのメンバーとして一員

に入っているだけではなくて、最終的には、自分たちのやりたいことのために大人を巻

き込んでいこうというようなゴールの地点がきっとあると思っていて、高校生らしさも

とても大事なんだろうと思いますけど、それを言い始めると高校生らしくないなと、高

校生自身が高校生らしいんですよって言った時点で高校生らしくないなと、彼らのもっ
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